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ンス 1）ン抵抗性の指壊に3群間で有意差はなかったO
一方，日系人においては TT群で AA群， AT群より
有意に高くインス 1）ン抵抗性が強いことが示唆され
た。
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19. Evaluation of lower oesophageal sphincter pres-






lower oesophageal sphincter (LOS）圧灘走法を薙立
し，その臨来的存用性を検討することを自的とした。
建常人47傍，逆流性食道炎13関，アカラシア 7開，





容易に灘定可能で， LOS圧辻 O～55mmHg (17.7 ± 
1.0 mmHg）で，測定に要した時開は平均6分であっ







20. Mutations of a novel human RAD54 homologue. 



















21. Gastrointestinal motility in patients with irritable 
bowel syndrome studied by using radiopaque 
markers 
（放射線非透過性マーカーを用いた過敏性腸症候群
患者のi当化管運動機能の検討）
堀川揚子（内科学第一）
対象は過敏性腸症候群（IBS〕患者72名及び対照とし
て健康或人23名，及び梗秘患者19名と下病患者9名。
方法は， 3種類の放射線非透過性マーカーを3日関連
続して内報し， 3日自の腹部単純レントゲン写真上の
清化管各部位のマーカ一存在数から，胃，小腸，大揚
通通時間を算出したc 通過時開では IBS下痢f憂位型
で大腸通過時間の短結を認めた。さらに，清住管内で
のマーカーのばらつきを定量化した新しい指標 scat-
tering indexを検討し， IBSで大腸で有意に高信であ
ることが明らかになった。建常対R言及びf更秘と下病患
者では大揚通過時間と scatteringindex は有意な正の
椙関を示したが， IBSでは相関しなかったC 両者を組
み合わせると IBSに関して感度65%，特異度96%で
あった。以上から，放射隷非透遅性マーカーは IBS
患者の消化管運動機能異常の客観的評髄法として有用
であることが明らかになった。
